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§１．研究実施体制  

（１）「制御理論」グループ 

① 研究代表者：井村 順一 （東京工業大学大学院情報理工学研究科、教授） 

② 研究項目 

1. 予測不確実さと制御の最適性の関係の理論的検討 
2. 時空間分解能階層型分散最適制御の基礎理論の構築 
3. 大型施設の電力需要計測のための設備整備とデータ収集 
4. 予測のための需要モデル構築の検討 

 

（２）「PV 発電・需要家側」グループ 

① 主たる共同研究者：植田 譲 （東京工業大学大学院理工学研究科、助教） 

② 研究項目 

1. 需要家側シミュレーションにおける蓄電池充放電手法の検討 

2. 個別住宅における蓄電池充放電を含む需要家側需給シミュレーション 

3. 需給シミュレーション用大型施設需要データの作成 

4. 太陽光発電データの収集および現地調査 

 

（３） 「PV 発電・系統側」グループ 

① 主たる共同研究者：大関 崇 （産業技術総合研究所太陽光発電工学研究センター、主任研

究員） 

② 研究項目 

1. 太陽光発電予測に関する不確実性の評価 

2. 予測不確実さを有する電力シミュレーション手法の検討  
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§２．研究実施の概要  

 

本研究では、太陽光発電が大量に導入された超大規模電力システムに対して、太陽光発電/需

要予測における予測誤差や、系統側からの電力使用目標値に対する需要家側の反応の不確実さ

のもとで，電力系統全体の最適な電力配分に基づく需給バランス制御の基礎理論を構築する。こ

れにより、太陽光発電を最大限利用し、調整用電源の燃料費および CO2 排出量を削減することで

電力システムの経済性、環境性を高めるとともに、需要家間での電力最適配分によるコスト負担の

公平性と過度な需要抑制を回避することによる快適性を実現することを目指す。 

具体的には、階層型のモデル予測制御の枠組みの中で、発電系統側から、需要家を取りまとめ

る各アグリゲータ―、そして各需要家までの各層ごとの太陽光発電と需要の電力予測精度と経済

性等の最適性の関係に着目し、時空間分解能に基づく次世代の電力最適配分制御系の基礎理

論を構築することを目的としている。 

平成２５年度は、昨年度の研究成果をもとに、(1)時空間分解能階層型分散最適制御の基礎理

論の構築、(2)需要家側の蓄電池充放電手法、および、その需給シミュレーションによる評価、（3）

太陽光発電予測の不確実さによる系統運用シミュレーションへの評価、（４）日射予測値の信頼区

間の推定や、局地気象モデルの日射量予測値の評価などを行った。 

より具体的には以下のとおりである。 

(1) 時空間分解能階層型分散最適制御の基礎理論の構築 

   全系の太陽光発電と需要予測に基づいて、発電側と需要家側に電力負荷を配分し、そして、

そのそれぞれの負荷を各発電設備と各需要家に配分する、全系の電力最適配分のための枠

組みを構築した。さらに、それに基づいて、各需要家への電力負荷配分方法の基礎理論を時

空間分解能の視点を用いて開発した。 

(2) 需要家側の蓄電池充放電手法、および、その需給シミュレーションによる評価 

   太陽光発電が大量導入された住宅地域における蓄電池充放電手法について、500 軒規模の

住宅地域を対象に、時間分解能の観点から需要家側シミュレーション評価を行った。 

（3） 太陽光発電予測の不確実さによる系統運用シミュレーションへの評価 

   太陽光発電の予測誤差モデルを構築し、予測誤差を織り込んだ予測日射量カーブを１年分

作成した。そのデータをもとに系統側のシミュレーション評価を実施した。 

（４） 日射予測値の信頼区間の推定や、局地気象モデルの日射量予測値の評価 

   階層型分散最適制御において必要な日射予測として、気象庁メソモデルを用いた際のポイン

ト予測とエリア集約予測の誤差評価や信頼区間の推定、そして最新の局地気象モデルを用

いた短時間予測評価を行った。 
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